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写真は村上市立小川小学校学校田の稲刈りの様子

です。小川小学校では、学校プールに隣接するとこ

ろに600㎡の田んぼを借りて５年生がもち米を

作っています。地元の方々のご協力をいただきなが

ら春から大事に育ててきたお米は、10月に行われ

る学校の文化祭で地域の皆さんも参加し、にぎや

かな中で餅つきが行われます。

むらかみむらかみ №5
平成24年10月

9月10日　学校田の稲刈り

農業委員会だより
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こ
の
度
、
農
業
委
員
と
し
て
初
め
て
視

察
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
か
ら
１
泊
２
日
の
日
程
で

富
山
県
立
山
町
の
農
業
委
員
会
の
活
動

と
、南
砺
市
の
農
事
組
合
法
人
「
サ
カ
タ

ニ
農
産
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
立
山
町
農
業
委
員
会
の
視

察
で
は
、多
様
な
取
組
と
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
事
に
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
長
年
に
渡
っ
た
耕
作

放
棄
地
の
増
大
へ
の
歯
止
め
対
策
や
、
耕

作
放
棄
地
の
貸
し
手
と
、借
り
手
で
あ
る

中
核
農
家
・
認
定
農
業
者
・
農
業
生
産
法

人
等
と
の
話
し
合
い
を
円
滑
に
、
か
つ
き

め
細
や
か
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
感
心
致
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
視
察
研
修
場
所
「
サ
カ
タ
ニ

農
産
」
は
昭
和
47
年
に
設
立
さ
れ
、
当
時

３
６
・
７
ha
だ
っ
た
経
営
面
積
を
現
在
の

３
３
３
・
４
ha
に
ま
で
拡
大
し
、
大
規
模
経

営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
３
つ
掲
げ
ら
れ

た
経
営
理
念
の
中
に
は
「
農
業
に
よ
っ
て

社
会
人
と
し
て
の
人
格
形
成
を
図
り
自

立
す
る
こ
と
」「
農
業
を
産
業
と
し
て
位
置

づ
け
、
規
模
拡
大
に
よ
る
効
率
化
と
持
続

性
の
あ
る
農
業
経
営
を
目
指
す
」「
農
業

は
心
を
耕
す
産
業
で
あ
り
、
ま
ず
は
人
づ

く
り
が
不
可
欠
の
信
念
の
元
に
努
力
す

る
」
と
い
う
根
本
的
な
問
題
か
ら
取
組
を

構
築
し
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。

　

と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
し
、こ
の

よ
う
な
経
営
感
覚
と
実
践
力
は
私
達
も

見
習
う
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
貴
重
な

視
察
研
修
で
し
た
。

　

村
上
市
へ
の
建
議

　

来
年
度
の
村
上
市
農
業
農
政
施
策

等
に
関
し
て
、
農
業
委
員
会
は
地
域
の

公
的
代
表
機
関
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

市
長
と
市
議
会
議
長
に
建
議
及
び
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
　
国
及
び
県
に
対
す
る
事
項

　

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
つ
い
て

　

関
税
撤
廃
を
基
本
と
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
交
渉
参
加
に
は
強
く
反
対
す
る
。
政

府
が
関
係
国
と
の
事
前
協
議
を
進
め
、

強
引
な
参
加
意
志
の
決
定
が
と
り
ざ

た
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
国
の
農
業
者
、

消
費
者
を
守
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
国
に
対
し
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
反
対
」
を
、
強
く
要
請
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

②
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
つ
い
て

　

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
土
地
利
用

型
農
業
経
営
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠

な
制
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
法
律
の
裏

づ
け
が
な
い
た
め
財
政
事
情
等
に
左
右

さ
れ
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
つ
い
て
は

制
度
の
安
定
的
運
用
の
た
め
法
制
化
を

要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
２
　
村
上
市
に
対
す
る
事
項

　

①
事
務
局
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

　

農
地
に
関
す
る
相
談
は
他
人
に
知

ら
れ
た
く
な
い
内
容
が
含
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
事

務
室
の
配
置
等
を
検
討
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業

を
守
り
、
支
え
る
に
は
さ
ら
な
る
支
援

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
農
業
関
係

職
員
の
増
員
と
、
併
せ
て
農
業
委
員
会

事
務
専
任
職
員
の
支
所
へ
の
再
配
置
を

求
め
ま
す
。

　

②
地
産
地
消
の
取
組
に
つ
い
て

　

農
産
物
直
売
所
等
に
お
け
る
地
産
地

消
に
つ
い
て
は
、「
村
上
を
食
す
」
の
旗

や
ラ
ベ
ル
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
が
な
さ
れ
、
一
歩

前
進
で
あ
り
ま
す
が
い
ま
だ
村
上
市
は

全
国
的
に
は
知
名
度
が
低
い
状
況
で
す
。

引
き
続
き
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け

た
力
強
い
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

③
野
生
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　

農
作
物
に
対
す
る
害
に
よ
り
、
耕
作

を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域

が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
さ
ら
な
る
拡
大

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
電
気
柵
設
置
等
の
助
成
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

他
の
き
め
細
か
な
対
策
に
つ
い
て
も
積

極
的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

④
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　

認
定
農
業
者
や
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
中
心
経
営
体
が
、

経
営
発
展
の
た
め
に
実
施
す
る
財
務
管

理
能
力
の
向
上
、
経
営
の
近
代
化
、
併

せ
て
法
人
化
の
推
進
な
ど
の
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

農
業
委
員

稲
葉　

浩
之
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当
千
縄
集
落

は
、
昔
か
ら
猿
害

に
苦
し
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
自
主

的
な
囲
い
柵
や
、

猟
友
会
に
対
応

を
お
願
い
し
て
も

被
害
が
減
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
年
前
、村
上
市
よ
り
猿
害
対
策
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か
と
話

が
あ
り
、
関
係
者
と
相
談
の
結
果
、
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
関
係
者
に
よ
る

猿
対
策
組
合
を
立
ち
上
げ
、電
気
柵
の
設

置
、
撤
去
作
業
及
び
日
々
の
管
理
を
行
っ

た
結
果
、
年
々
猿
害
が
減
り
、
一
匹
猿
も

今
年
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

畑
ば
か
り
で
な
く
、
田
圃
の
被
害
も
減

り
、
電
気
柵
に
よ
る
猿
対
策
は
有
効
か
つ

効
果
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
猿

か
ら
野
菜
を
守
る
為
に
施
設
を
大
切
に
管

理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
田
村
記
）

　

健
康
保
険
高
齢
受
給
証
を
手
に
し
、一

瞬
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。思
え

ば
成
人
式
前
に
嫁
い
だ
私
、時
の
流
れ
の

早
さ
に
目
を
見
張
り
つ
つ
振
り
返
っ
て

見
る
と
、
昭
和
40
年
構
造
改
善
事
業
で
一

気
に
四
町
歩
に
。
倅
が
就
農
す
る
ま
で
に

十
町
歩
に
し
た
い
。
そ
れ
に
は
「
耕
作
し

て
み
せ
る
」「
買
っ
て
み
せ
る
」
と
意
気

込
ん
だ
夫
。し
か
し
農
地
は
集
ま
ら
ぬ
時

代
で
し
た
。

　

世
は
平
成
と
な
り
、
行
政
支
援
を
頂
き

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
海
外
研
修
に
参
加
。
農

村
女
性
の
目
線
で
し
っ
か
り
と
学
び
、
そ

の
第
一
歩
と
し
て
加
工
所
を
新
築
。
米
の

消
費
拡
大
に
繋
げ
る
た
め
、現
在
で
は「
ま

ん
ま
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
と
総
称
さ
れ
る
加
工

品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
材
料
は
倅
が
丹
精

込
め
た
良
質
な
岩
船
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
、

保
育
園
や
小
中
学
校
の
給
食
に
取
り
入

れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
枝
豆
と
「
美
男

ナ
ス
浅
漬
」も
夏
の
定
番
と
な
り
ま
し
た
。

孫
倅
の
就
農
目
途
も
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

加
齢
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、亡
夫
と

共
に
歩
ん
だ
農
の
道
、
土
を
し
っ
か
り
と

（
平
成
24
年
２
月
〜
８
月
）

２
月
17
日	

農
作
業
等
労
働
賃
金

	

標
準
額
検
討
会

　
　

25
日	

農
政
懇
談
会

３
月
７
日	

利
用
権
設
定
基
準

	

検
討
委
員
会

　
　

15
日	

農
業
委
員
現
地
研
修
会

４
月
１
日	

Ｊ
Ａ
岩
船
米
生
産
者
集
会

　
　

17
日	

農
業
経
営
改
善
計
画

	

認
定
審
査
会

　
　

18
日	

役
員
会
議

５
月
31
日
〜	

全
国
農
業
委
員
会

６
月
１
日	

会
長
大
会

６
月
18
日	

農
業
委
員
会
た
よ
り

	

編
集
研
修
会

６
月
19
日	

農
地
調
整
部
会

　
　

22
日	

農
業
経
営
改
善
計
画

	

認
定
審
査
会

　
　

28
日	

Ｊ
Ａ
岩
船
米
求
評
懇
談
会

　
　

29
日	

秋
田
県
大
仙
市
視
察
受
入

	

農
政
振
興
部
会

７
月
２
日
〜	

人
・
農
地
プ
ラ
ン
説
明
会

　
　

31
日	

　
　
（
市
内
１
４
３
箇
所
）

　
　

３
日
〜	

研
修　

富
山
県
立
山
町

　
　

４
日	

サ
カ
タ
ニ
農
産　

視
察

　
　

12
日	

年
金
加
入
推
進
研
修
会

　
　

17
日
〜	

各
地
区
農
地
利
用
状
況

　
　

27
日	

調
査
（
パ
ト
ロ
ー
ル
）

　
　

31
日	

�

農
政
振
興
部
会

	

広
報
委
員
会

８
月
９
日	

地
域
別
農
業
委
員
研
修
会

※
毎
月
月
末　

定
例
総
会
開
催

農
業
委
員
会
活
動
報
告

現
場
リ
ポ
ー
ト

電
気
柵
に
よ
る
猿
撃
退

頑
張
る
女
性
農
業
者

千縄農家組合

踏
み
、今
後
も
出
来
る
事
を
体
力
に
合
わ

せ
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

　

農
業
委
員
会
で
は
、農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発

生
防
止
及
び
解
消
、農
地
の
違
反
転
用
発

生
防
止
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

村
上
市
の
５
地
区
に
つ
い
て
は
、
７
月

17
日
〜
27
日
に
実
施
し
ま
し
た
。農
業
委

員
全
員
が
精
力
的
な
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
優
良
農
地
を
守
る
た
め
、農

業
委
員
総
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

村
上
市
荒
島

川
村　

照
子
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農
業
者
年
金
へ
加
入
の
お
勧
め

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
の
担
い

手
が
「
老
後
の
安
心
と
安
定
」
を

展
望
し
な
が
ら
農
業
に
従
事
で
き

る
よ
う
作
ら
れ
た
農
業
者
の
た
め

の
年
金
で
す
。

◆
農
業
者
年
金
の

　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
◆

１
．
加
入
要
件
は

　

①�

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で

　

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

　

③�

60
歳
未
満
の
方
な
ら
男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

２
．
保
険
料
は
二
万
円
か
ら
六
万
七
千
円
ま
で
の
間
な

ら
一
、〇
〇
〇
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

３
．
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
障
付
で
す
。

４
．
納
め
た
保
険
料
は
所
得
税
・
住
民
税
を
節
税
で
き
ま
す
。

５
．
認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫

補
助
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
や
、
加
入
の
申
し
込
み
は

最

寄

り

の

農

業

委

員

会
・

Ｊ

Ａ

へ

全国農業新聞
この国の農と食を伝えます。

❶特徴のある週刊新聞………解説に力点をおいたニュース報道と企画編集
❷時代に鋭く斬り込む………農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに
❸経営に役立つ………………経営者マインドと実務情報
❹喜びや悩みを共感できる…読者の心に訴える
❺深みと味がある……………単なる情報で終わらない
❻読みやすく親しみやすい…老若男女が楽しく読める

農業者の視点でお届けします

  週刊　 金曜日発行月600円、年7,200円（消費税込）
■購読の申込は市町村農業員会へお気軽に連絡ください。
■発行所
　全国農業会議所　〒105-0001　東京都港区虎ノ門1-25-5　虎ノ門34MTビル
　電話　03-5251-3910　ホームページ　http://www.nca.or.jp/shinbun
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あ　

と　

が　

き

　

日
本
農
業
の
国
際
的
競
争
力
を
向

上
さ
せ
る
為
の
人・農
地
プ
ラ
ン
、
産

業
の
六
次
化
、担
い
手
育
成
、Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
、
戸
別
所
得
補
償
の
法
制
化
な

ど
、
日
本
の
農
業
を
取
り
巻
く
問
題

と
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

我
々
広
報
委
員
は
そ
の
責
務
を
果
た

す
た
め
、
農
業
基
盤
強
化
と
農
業
者

の
立
場
に
立
っ
た
情
報
提
供
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

	

広
報
委
員
長	

本
間　

進
二

	

広
報
副
委
員
長	

鍋
倉　

静
雄

	

広
報
委
員	

斎
藤　
　

泰

	

広
報
委
員	

鈴
木　

和
弘

	

広
報
委
員	

冨
樫　

照
子

村上市の別段面積設定地区

　農地法第３条の許可を受け、農地の所有権等

の権利を取得しようとする場合は、取得後にお

いて50a以上の耕作面積を確保することが必要

です。この下限面積について、一定条件を満た

す区域においては下限面積とは別に別段の面積

を農業委員会で定めています。

村上地区…旧村上町区域及び旧上海府村区域（20ａ）

山北地区…全域（20ａ）

その他の地区…設定なし（50ａ）

担 当 委 員 の 紹 介
氏　　名 居住地 担当地区

山
　
北
　
地
　
区

河面　秀喜 大　毎

鵜泊、寝屋、碁石、勝木、間瀬、
下大蔵、立島、長坂、遠矢崎、
板屋沢、垣之内、北赤谷、
下大鳥、上大鳥、北田中

加藤　安登 大　毎 大沢、大毎、北中、北黒川、
荒川、中津原

富樫　力雄 堀ノ内

府屋、岩崎、中浜、伊呉野、
堀ノ内、温出、大谷沢、塔下、
杉平、遅郷、岩石、荒川口、
朴平

斎藤　　泰 越　沢 浜新保、桑川、笹川、板貝、
今川、脇川、寒川、芦谷、越沢

山北地区全員 （中俣地区兼務）

神
　
林
　
地
　
区

遠山　利一 牛　屋 牛屋、福田、塩谷、川部、小岩内

竹内　英治 新飯田 今宿、大塚、潟端、高御堂、
小口川、新飯田、岩船駅前

板垣　栄一 桃　川 桃川、飯岡、北新保、長松
遠山　久夫 宿　田 宿田、平林、葛籠山、湯ノ沢
増田　嘉美 牧　目 南田中、牧目、九日市、松喜和
田中　安弘 松　沢 松沢、岩野沢、山田
齋藤　裕助 河　内 河内、南大平、指合、殿岡
木村　壽一 七　湊 七湊、志田平、小出、有明
鈴木　和弘 上助渕 上助渕、下助渕、山屋、里本庄

荒
川
地
区

石山　　章 切　田

　　荒川地区全域
冨樫　照子 切　田
齋藤　文夫 佐々木
佐久間健一 鳥　屋
遠山かづえ 金　屋

氏　　名 居住地 担当地区

朝
　
日
　
地
　
区

相馬　　功 早稲田 早稲田、塩野町、松岡
飯沼　和英 岩　沢 中原、朝日中野、薦川、岩沢
佐藤　健吉 関　口 高根、北大平、関口、黒田
島田　　敏 下新保 下新保、大場沢
本間　進二 布　部 岩崩、茎太、千縄、布部、猿田

中山　和衛 大須戸 荒沢、大須戸、蒲萄、原小須戸、
本小須戸

本間　裕一 中新保 新屋、中新保、堀野、石住、
上中島

佐藤　庸夫 寺　尾 寺尾、宮ノ下、下中島、鵜渡路、
上野、川端

渡辺　幸吉 板屋越 猿沢、檜原、板屋越

船山　　寛 小　川 古渡路、あけぼの、小川、十川、
笹平、瑞雲、釜杭、小揚、熊登

村
　
上
　
地
　
区

工藤　壽一 八日市 八日市、岩船三日市、岩船、
村上、本町

稲場　浩之 山辺里 山辺里、西興屋、仲間町
山田　昭夫 門　前 赤沢、門前、大栗田

渡辺　修平 松　山 松山、三面、浜新田、瀬波、
下渡、羽下ヶ渕、大平、岩ヶ崎、
大月、野潟、間島、柏尾、吉浦、
早川、馬下東海林節子 松　山

鍋倉　静雄 大　関 大関、鋳物師、袋、菅沼
漆間　　平 大　関 下相川、上相川、高平
池田　千秋 日　下 日下、小谷、下山田、上山田
稲場　信義 山辺里 四日市、天神岡、坪根

全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会系統組織が
発行する週刊の農業総合専門紙です。


